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１ は じ め に

福島県山間地は 「ひとめぼれ」及び 「コシヒカリ」、 、

等の良食味米を安定栽培することが困難であり、単価の

安い一般米を栽培している。そこで、粳米より粘りが優

る低アミロース品種と山間地産粳米をブレンドすること

で、食味を改善する方法を検討中である。

低アミロース品種は、登熟温度が高くなると精米アミ

ロース含有率が低下し、精米が白濁しやすい。それが低

アミロース品種をブレンド米として利用する際の欠点と

なっている。

本試験は、気象条件が異なる４カ所のほ場において、

東北地域の低アミロース品種を栽培し、精米のアミロー

ス含有率及び精米の白濁程度の差について検討した。

２ 試 験 方 法

（１）供試品種

供試品種は 「スノーパール 「シルキーパール」及、 」、

び 「里のゆき」の３品種とし 「あきたこまち」を対照、 、

品種とした。

（２）試験場所及び耕種概要

福島県中通り地方での水稲奨励品種決定調査現地ほの

中から山間地の川俣町山木屋（以下、山木屋 、田村市）

（ 、 ）、 （ 、 ） 、都路町 以下 都路 天栄村 以下 天栄 を選定し

試験区を設置した。また、平坦地として農業総合ンター

本部ほ場（以下、郡山）でも試験を実施した。

各試験ほ場の耕種概要は、表１の通りである。

（３）登熟温度

、 （ （ ）2006年は 試験場所のメッシュ現況気温 ADVANCE 株

ウェザーニューズ）の日平均気温を使用した。また、20

07年は、各ほ場に設置したサーモレコーダーRT-10（タ

バイエスペック社製）で１時間毎に観測した気温の平均

値を使用した。なお、各品種とも出穂後２０日間の日平

均気温を登熟温度とした。

精米アミロース含有率（４）

90%精米した白米を粉砕後、Auto Analyzer Ⅲ型

（ビーエルテック社製）で測定した。なお、アミロ

ース含有率は、15%水分換算値で表記した。

（５）精米の白濁程度

90%精米した白米を白度計C-300-3（ケット社製）

なお、精米の白濁程度は、精米白度で表で測定した。

した。

３ 試験結果及び考察

（１）出穂期及び登熟温度の地域間差

出穂期は、標高が高くなるにつれて遅くなった。同様

に、登熟温度は、標高が高くなるにつれて低くなり、地

表１ 試験場所及び移植時期

標高
(m) N P2O5 K2O

2006 5/19 0.7 0.7 0.7
2007 5/22 0.6 0.6 0.6
2006 5/23 0.6 0.8 0.6

2007 5/21 0.6 0.8 0.6

2006 5/12 0.6 0.6 0.4

2007 5/14 0.5 0.8 0.5

2006 5/18 0.6 1.0 1.1

2007 5/17 0.6 1.0 1.1

*郡山では、幼形期にN-0.2kg/aを追肥した。

天栄 388

郡山 226

施肥量(kg/a)
試験地 年度 移植日

山木屋 530

都路 430



域間でそれぞれ１℃程度の差が認められた （表２）。

（２）登熟温度と精米アミロース含量との関係

低アミロース品種は、山間地でもあきたこまちより精

米アミロース含有率が低く、15%以下であった。

「スノーパール」及び「シルキーパール」の精米アミ

ロース含有率は、登熟温度が高まるにつれて低下する傾

向が見られた。

一方 「里のゆき」の精米アミロース含有率は、登熟、

温度に関係なく10～14%の一定の範囲内に収まり、地域

による差は見られなかった （図１）。

（３）精米アミロース含有率と外観との関係

「スノーパール」及び「シルキーパール」の精米白度

は、精米アミロース含有率が低下するにつれて高くなっ

た。特に、精米アミロース含有率が10%以下になると、

精米の白濁程度が急激に高まり、糯品種のような外観に

なった （図２）。

一方、アミロース含有率が一定である「里のゆき」の

精米白度は、45前後で安定しており、粳米である「あ

きたこまち」よりやや高い値であった （図２）。

４ ま と め

「里のゆき」は、栽培地域による精米アミロース含有

率の変動が小さく、精米の外観が白濁しないため、外観

品質が安定している。したがって、平坦地域から山間地

域での栽培に適しており、ブレンド米の原料として安定

供給が可能である。

一方 「スノーパール」及び「シルキーパール」は、、

登熟温度が低い山間地域では、精米アミロース含有率が

高く、精米は白濁しにくいが、平坦地では精米アミロー

ス含有率が低くなり、精米が白濁する。そのため、品質

を一定にするためには、栽培地を限定する必要がある。

表２ 出穂期、登熟温度及び、収量

図１．登熟温度と精米アミロース含有率との関係 図２．精米アミロース含有率と精米白度との関係

注１）登熟温度は、出穂後20日間の日平均気温。 注)2006、2007年の２カ年の値。

注2)2006、2007年の２カ年の値。

品種名 試験 出穂 成熟 登熟 精玄 品種名 試験 出穂 成熟 登熟 精玄

地名 期 期 温度 米重 地名 期 期 温度 米重

（℃） (kg/a) （℃） (kg/a)

里のゆき 山木屋 8/12 9/26 21.9 50.0 シルキー 山木屋 8/17 10/6 20.9 54.3
都路 8/7 9/19 23.2 44.4 パール 都路 8/13 9/25 22.1 47.1
天栄 8/6 9/14 24.0 45.6 天栄 8/10 9/22 23.6 50.0
郡山 8/4 9/12 25.5 52.2 郡山 8/9 9/21 24.7 54.7

スノー 山木屋 8/15 10/2 21.2 50.2 あきた 山木屋 8/10 9/22 22.4 48.5
パール 都路 8/10 9/22 22.5 46.2 こまち 都路 8/8 9/21 22.9 48.1

天栄 8/9 9/19 23.8 52.3 天栄 8/6 9/14 23.9 52.4
郡山 8/7 9/18 24.8 59.8 郡山 8/6 9/13 25.0 54.4

注１）登熟温度：出穂後２０日間の日平均気温。
注２）２００６年と２００７年の２カ年の平均値。
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